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奇人オタクに使われる時代

66農業経営者 2018 年 2 月号

驚いた！　インドで 5 歳の子どもたちが、「47
× 29 ＝？」などの 2 ケタ掛け算に暗算で

パッと答える。マイクロソフト、ノキア、コーラ、
グーグル、ドイツ銀行、ボーダフォンや孫正義の
ソフトバンク……世界を動かす企業のトップはイ
ンド人なのだと。米国科学者の 12%、医師 38%、
NASA36% の技師はインド人。マイクロソフト社
員 34%、IBM28%、インテル 17%、ゼロックス
13%。ハーバードビジネススクール学長も、初の
女性サウスカロライナ州知事、国連大使のニッキ・
ヘイリーなど先進国ではインド勢が大活躍中だ。

インドは、仏教や哲学、ヨガ、数字ゼロ発見の
インダス文明の発祥地。紀元前 6 世紀のヴェーダ
数学と長い英国植民地で英語が公用語は最強の才
能と武器である。英語も不得手な日本人、“ハーバー
ド入学の日本人は 1 人、国内安定志向で海外雄飛
が薄れた日本人は草食動物国に衰退”と、ワシン
トンポストは記事にした。世界の最高峰大学もイ
ンド人留学生は最多である。

地球人口 74 億 5,000 万人、１分に 137 人、１ 
日 20 万人、１年で日本人口と同じ１億 3,000

万人が産まれる。中国とインドはほぼ同数の 14 億
人、３位米国３億 2,300 万人。日本は世界 10 位
で１億 2,690 万人とロシアと変わらない。中国人
とインド人だけで世界の４割を占める。インド人
口急増は中国を追い抜く。東京都 1,300 万人だけ
でも、ギリシャ、チェコ、ポルトガル、スウェー
デン、イスラエル、スイスなど一国よりも多い。

日本人口 10 倍以上のインドの人々は 3300 年続
くバラモン教の枠組みのカースト制度で分別され
る。サンフランシスコ南部シリコンバレーのハイ
テク産業地域にあるアップル、グーグル、フェイ
スブックなど本社の中核はインド人だから、カー
ストの伝統を消し去り難い彼ら向けの新しいビジ
ネス「弁当配達サービス」が人気である。下位カー

スト者が作った料理を食べるのに抵抗がある習慣
のため、自宅で家族が調理した昼食を勤務先へ届
けるビジネスが「ダッバーワーラー」だ。この職
業はインド本国では 100 年の歴史を持つ高度に組
織化された伝統的ビジネス。自転車に大量に重ね
た金属製弁当箱を積んで配達し、毎日 18 万個の弁
当箱が利用客の自宅とオフィスの間を行き来して
いる。台風だろうが毎日欠かさず 5,000 人のダッ
バーワーラーが、配達間違いは 600 万個にわずか
１つしか起こさない正確さで顧客の昼食時に合わ
せて確実に職場に届けている。労働はかなり低賃
金だが、読み書きができない者が多く、弁当箱に
小さく塗られた色と数字だけで受取人を識別して
いる。最先端ハイテクのオフィスへ、超ローテク
の慣習と伝統の人海戦術配達。時代は変わっても、
無機的機械の HI-TECH と、有機的人肌の触れ合う
HI-TOUCH は共存している。

ビル・ゲイツは言う。
「ギーク（GEEK・特定分野に卓越した知識

を持つ奇人・オタク）には親切にしておきなさい、
彼らの下で働かなくてはいけない可能性はこれか
らどんどん高くなる、これからロボットやオート
メーション化が進む中では、ひとつのことに夢中
になり技を究めているオタクが平均的になんでも
できる人よりも重宝されて大物になる時代だ」

アジアモンスーン地帯は、欧州や米国などの畑
作と違い、水田米作が主流だ。コメの生産量は、
中国、インド、インドシナなどアジア諸国で世界
シェアの９割を占め、そこには地球人の 60％が住
んでいる。扶養できるだけの人口支持力が高いの
は安定した食糧があるからだ。

インドの平均年齢は日本の 45 歳より 20 も若い
25 歳。若さは爆発エネルギー、インドが米中と並
ぶ GDP３強で世界のリーダーシップを執る日がす
ぐそこに来ている。


